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令和３年３月20日18時09分の地震の発震機構解 初動解
西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型

下半球等積投影法で描画
Ｐ：圧力軸の方向
Ｔ：張力軸の方向

※ ●は初動が上向きの観測点、○は初動が下向きの観測点を示す。
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令和３年３月20日18時09分の地震の発震機構解 CMT解
西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型

［CMT解］

セントロイドの位置
北緯 38度26分
東経 141度39分
深さ 約55km
※セントロイドの位置とは、
地震の断層運動を１点で
代表させた場合の位置。

Mw=7.0

下半球等積投影法で描画
Ｐ：圧力軸の方向
Ｔ：張力軸の方向
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内陸及び海域で発生したマグニチュード7クラスの地震の
地震回数比較（マグニチュード4.0以上）

2021年03月22日09時00分現在

活動開始からの経過日数
※この資料は速報値であり、後日の調査で変更することがあります。
※今回の地震のマグニチュードについては、これまでの最大を示している。 

（日）
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震央分布図（1988年10月1日～2021年3月20日、深さ0～100km、Ｍ≧4.0)
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発生間隔と推定年平均すべり量

グループ 回数 平均Ｍ
震度

最大 最小 平均 最短 最大

発生間隔 平均すべり量
(cm/年)

A 12 4.78 4 3 1.25 0.02 4.95 37.84
B 5 4.60 3 2 5.66 3.19 11.72 6.09
C 2 4.75 4 3 0.27 0.27 0.27 150.25
D 7 4.27 3 3 0.50 0.16 1.37 49.23
E 3 4.57 3 3 0.77 0.02 1.52 34.44
F 2 4.25 3 3 2.58 2.58 2.58 10.88
G 3 4.60 3 3 1.41 1.05 1.78 23.90
H 4 5.12 4 3 2.77 1.73 4.06 16.70
I 2 4.50 3 3 0.01 0.01 0.01 3841.07
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3月20日宮城県沖の地震（周辺の相似地震発生状況：広域）

※１　各観測点の波形の比較で得られたコヒーレンスの中央値が0.95以上の場合に相似地震として検出し、相似地震のグループ分けはコヒーレンスを用いて機械的に行っている［溜渕ほか、2014］。
※２　すべり量推定には、モーメントマグニチュードと地震モーメントの関係式［Hanks and Kanamori(1979)］及び 地震モーメントとすべり量の関係式［Nadeau and Johnson(1998)］を使用。得られた積算すべ
り量と経過時間から最小自乗法を用いてグループ毎の年平均すべり量を求めている。 26

今回の地震



3月20日宮城県沖の地震（周辺の相似地震発生状況：今回の地震の南東側拡大）

震央分布図（1988年10月1日～2021年3月20日、深さ0～100km、Ｍ≧4.0)
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ＭーＴ図（上図内）

発生間隔と推定年平均すべり量

グループ 回数 平均Ｍ
震度

最大 最小 平均 最短 最大

発生間隔 平均すべり量
(cm/年)

A 5 4.60 3 2 5.66 3.19 11.72 6.09
B 2 4.25 3 3 2.58 2.58 2.58 10.88
C 4 5.12 4 3 2.77 1.73 4.06 16.70
D 2 4.50 3 3 0.01 0.01 0.01 3841.07
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※１　各観測点の波形の比較で得られたコヒーレンスの中央値が0.95以上の場合に相似地震として検出し、相似地震のグループ分けはコヒーレンスを用いて機械的に行っている［溜渕ほか、2014］。
※２　すべり量推定には、モーメントマグニチュードと地震モーメントの関係式［Hanks and Kanamori(1979)］及び 地震モーメントとすべり量の関係式［Nadeau and Johnson(1998)］を使用。得られた積算すべ
り量と経過時間から最小自乗法を用いてグループ毎の年平均すべり量を求めている。 27


